
戦
後
80
年
の
今
、
国
会
や
碧
南
市
議
会
で
も

過
去
の
侵
略
戦
争
を
美
化
し
た
り
、
靖
国
神
社

へ
の
公
式
参
拝
、

「
ス
パ
イ
防
止
法
」
の
提
案

な
ど
歴
史
を
逆
行
さ
せ
る
か
の
動
き
が
出
て
い

ま
す
。
碧
南
市
議
会
９
月
議
会
で
は
、
今
こ
そ

歴
史
の
真
実
を
直
視
し
、
核
兵
器

「抑
止
論
」

や

「傘
」
の
認
識
を
払
拭
す
る
こ
と
が
必
要
と

求
め
一
般
質
問
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

磯
貝
明
彦
議
員
は
、
入
院
の
た
め
お
休
み
し
ま

す
。
キ
ャ
ッ
チ
放
映
は
９
月
８
日
㈪
、
11
日
㈭
、

17
日
㈬
午
前
10
時
か
ら
、
１
１
２
ｃ
ｈ
で
放
送

予
定
で
す
。

山
口
は
る
み
議
員

９
月
３
日㈬

２
番
目

１
．
戦
後
80
年
の
平
和
教
育
に
つ
い
て

⑴
今
年
の
広
島
平
和
記
念
式
典
の
広
島
市
長
に

よ
る

「平
和
宣
言
」
、
広
島
県
知
事
の

「平

和

へ
の
メ
ー
セ
ー
ジ
」
、
子
ど
も
代
表
に
よ

る

「平
和
へ
の
誓
い
」
。
長
崎
平
和
祈
念

式
典

で
の
、
長
崎
市
長
の

「平
和
宣
言
」

を
熟
知

さ
れ
た
か
。

⑵
平
和
市
長
と
し
て
。

ア
、
平
和
市
長
と
し
て
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
た

総
会
に
な
ぜ
欠
席
さ
れ
た
の
か
。
今
後
の

参

加
は
。

イ
、
被
爆
樹
木
の
種
や
二
世
の
苗
木
を
育
て
る

こ
と
に
広
島
市
長
は
協
力
を
惜
し
ま
な
い

と

平
和
宣
言
で
訴
え
た
が
、
碧
南
市
と
し

て
応

え
る
べ
き
で
は
。

ウ
、
広
島
市
、
長
崎
市
へ
の
、
子
ど
も
や
若
者
、

市
職
員
派
遣
を
行
う
べ
き
で
は
。

⑶

「平
和
自
治
体
宣
言
」
後
の
、
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

ア
、
宣
言
文
の
全
文
掲
示
の
市
内
各
所

（学
校
、

公
民
館
、
庁
舎
な
ど
）
へ
の
掲
示
を
。

イ
、
宣
言
文
と
、
宣
言
を
行
っ
た
こ
と
へ
の
徹

底
に
つ
い
て
。

ウ
、
戦
争
資
料
の
保
存
、
常
設
展
示
に
つ
い
て
。

エ
、

「戦
争
が
も
た
ら
し
た
惨
禍
と
核
兵
器
を

め
ぐ
る
諸
課
題
に
関
す
る
学
習
指
導
案
」

の

徹
底
に
つ
い
て
、
い
つ
か
ら
だ
れ
が
ど

の
よ

う
に
行
う
の
か
。

オ
、
指
導
案
に
あ
る

「多
様
な
見
解
の
あ
る
事

柄
、
未
確
定
な
事
柄
」
と
は
何
か
。
だ
れ

が

そ
の
定
義
を
判
断
す
る
の
か
。

カ
、
日
中
戦
争
と
、
真
珠
湾
攻
撃
か
ら
の
4
年

戦
争
は
、
明
確
な
侵
略
戦
争
で
あ
る
こ
と
。

と
り
わ
け
真
珠
湾
攻
撃
以
降
の
戦
争
が
な

け

れ
ば
名
古
屋
、
岡
崎
な
ど
各
地
の
大
空

襲
や
、

広
島
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
を
避
け
ら

れ
た
と

い
う
歴
史
の
真
実
を
客
観
的
に
示

す
こ
と
。

キ
、
核
兵
器
廃
絶
こ
そ

「正
論
」
を
貫
く
こ
と
。

２

伊
勢
町
子
ど
も
園

と

公
立
保
育
に
つ
い

て
⑴
現
在
ま
で
の
経
過
は
。

⑵
業
者
選
定
の
結
果
は
。

⑶
浸
水
３
ｍ
の
対
策
は
。

⑷
液
状
化
、
避
難
場
所
の
具
体
的
な
提
案
と
実

施
の
確
約
は
。

⑸
築
山
保
育
園
は
、
Ｊ
Ａ
や
ト
ヨ
タ
社
宅
な
ど

避
難
先
に
隣
接
。

大
浜
幼
稚
園
は
避
難
所
そ
の
も
の
。
こ
れ
以

上
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
適
し
た
施
設
は

な

い
。
築
山
保
育
園
庭
へ
の
３
階
建
て
建

設
の

具
体
化
は
。
第
２
へ
き
な
ん
で
行
っ

て
い
る
。

⑹
公
立
、
社
協
保
育
園
で
の
、
4
歳
5
歳
児
25

人
対
保
育
士
1
人
の
新
基
準
実
施
を
。

⑺
兄
弟
別
々
の
園
に
通
っ
て
い
る
の
が
５
４
件

１
０
９
人
と
の
こ
と
、
う
ち
１
件
が
３
園

に

３
人
入
所
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
公
立

保
育

園
全
園
で
０
歳
児
保
育
と
長
時
間
保

育
拡
充

を
。

３
．
ご
み
焼
却
場
に
つ
い
て

⑴
こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
今
後
の
日
程
は
。

⑵
コ
ン
サ
ル
決
定
に
よ
る
委
託
業
務
内
容
、
委

託
期
間
は
。

⑶
民
間
業
者
ヘ
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
に
つ

い
て

（産
廃
、
他
自
治
体
か
ら
の
持
ち
込

等
）

⑷
2
号
地
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
の
県
の
許
可
は
、

購
入
価
格
は
。

⑸
2
号
地
と
現
行
施
設
の
場
所
と
の
費
用
比
較

は
。

４
．
物
価
高
騰
か
ら
く
ら
し
を
守
れ

⑴
わ
ず
か
ば
か
り
の
年
金
引
上
げ
に
よ
っ
て
、

非
課
税
か
ら
課
税
に
変
わ
っ
た
例
は
、
今

年

度
何
件
あ
る
の
か
。

⑵
非
課
税
か
ら
課
税
に
よ
っ
て
、
介
護
保
険
料
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2024年度 2025年度 増額分
年金支給額（年額） 1,511,575 1,540,741 29,166
  〃  （月額） 125,964 128,395 2,431
課税・非課税 非課税 課税（均等割のみ）
介護保険料（年額） 43,680 80,640 36,960
  〃  （月額） 3,640 6,720 3,080
後期高齢者保険料（年額） 16,000 16,000 0
マルフク制度（医療無料） ◎ ×
高齢者タクシー券年24枚 ◎ ×
緊急通報電話基本料金 補助 なし
医療費実績（検査）：円 なし 8,850 8,850

これでは暮らせません：81歳A子さんの場合

2024年度 2025年度 増額分
法⼈市⺠税 16億9556万9500 41億1009万4574 24億1452万5074円
税率（最低税率） 6% 6%

豊かなものから税金を 24億円の増入

《表
面
か
ら
の
つ
づ
き
》

⑷
非
課
税
か
ら
課
税
に
よ
っ
て
、
収
入
減
、
生

活
後
退
と
な

る
場
合
へ
の
、
対
策
を
国
に
求
め
よ
。
（控
除
額
の
引
上
げ
）

⑸
市
の
単
独
事
業
に
暫
定
措
置
的
な
救
済
制
度
を
新
設
す
べ
き

で
は
。

⑹
非
課
税
基
準
を
、
均
等
割
の
み
ま
で
拡
大
す
べ
き
で
は
。

⑺
法
人
市
民
税
率
６
％
の
、
全
国
県
内
実
施
状
況
は
。
8.4
％

に
し
た
場
合
の
２
０
２
４
年
度
決
算
ベ
ー
ス
。
２
０
２
５
年

度
予
算
ベ
ー
ス
で
の
増
額
金
額
は
。

⑻
碧
南
市
は
、
支
払
い
能
力
の
あ
る
大
企
業
か
ら
の
法
人
税
8.4

％
へ
引
上
げ
、
市
民
の
く
ら
し
に
回
す
べ
き
。

⑼
来
年
４
月
か
ら
の
、
給
食
費
無
償
化
の
見
通
し
と
市
や
県
で

の
「義
務
教
育
無
償
化
」
の
立
場
に
立
っ
た

「給
食
費
無
償

化
」
の
実
施
を
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

９
月
19
日
（金
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

碧
南
市
東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）

http://hekinan.jcpweb.net/

日本共産党碧南市会議員団のホー

ムページをご覧ください。

物
価
高
騰
対
策
に逆
行


